
尾張旭市議会議長殿

一般質問(代表・1価1刃) 通告書

尾張旭市議会会議規則第50条第1項の規定により 3月定例会において

卿絲氏のとおり質問したいので通知します。

なお、質問事項の件数及び質問方法は、下記のとおりです。
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別紙                      氏 名  山下 幹雄  

質 問 事 項 

 

№  １   

公共トイレから見る行政サービスと所管事務事業の在り方に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 この度の能登半島地震は、発災時より多大なる犠牲の下、次の世代に向けた

各種の教訓を改めて与えてくれた。そして、現在もその苦難と闘い続けている

現地被災住民並びに復興支援を進める関係各位に思いをはせ、行政サービスの

在り方について足元から検証する。その中からの気づきと平時における行政事

務、事業においても多角的に捉え、学び検討すべきと考える。 

 被災地の現状として、各大災害の経験から生まれた対策的新技術の活躍が連

日の報道の中で紹介されていた。その中でも「みんな元気になるトイレ」と名

付けられた先進技術を取り入れたトレーラー仕様のトイレは、大いに現地で喜

ばれたようだ。今回の大震災における公表死者数は240人を超し、今後、関連

死などの増加も懸念されている。その関連死を防ぐキーワードとして避難所の

関係者や専門家が指摘するのは「ＴＫＢ＋Ｗ」。トイレ、キッチン（食事）、ベ

ッド（安眠）とウオーム（暖房）が欠かせない。「トイレを我慢して水分を控

えると生活習慣病などの持病の悪化などで災害関連死を招く恐れもある。」と

警鐘を鳴らしている。 

 今回は、震災に学びながら、本市が管理する公共トイレに視点を集め前進的

な事務事業、施策につながるよう質すものである。 

 

（１）本市の公共トイレ設置要件、基準等の有無について 

 

（２）事務所管ごとの設置基準や管理方法について 

公園、鉄道駅、墓園、学校内その他の自立型トイレ（独立したもの）に

限定して尋ねる 

 

（３）各所管公共トイレの位置付けについて 

 

（４）トレーラー型トイレの導入、利活用について 

※ 申し合わせ事項に留意すること。 
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別紙                    氏 名  山下 幹雄  

質 問 事 項 

 

№  ２   

公金詐取事件に係る職員の賠償責任の監査結果と今後の対応

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

市長は、昨年１月に発覚した元職員による公金詐取事件について、賠償の

対象となる行為によって市に損害を与えたと認められる職員の賠償につい

て、監査委員へ賠償責任の有無及び賠償額の決定を求めた。 

 監査委員はその事実があるかを監査し、賠償責任の有無及び賠償額を決

定、令和６年１月26日に結果を報告。その結果としては、33,292,458円の賠

償責任があるとしている。この経緯経過等公表されている内容も含め、今後

の展開と本市が被り市民の不利益となっている損害の回復に向けての事務並

びに判断について伺う。 

 

（１）監査の実施状況並びにその内容について 

（２）監査委員の報告について 

   内容について伺う。 

（３）報告に対する市長（本市）の対応について 

（４）損害賠償におけるその額の取扱いと考え方について  

司法判決済み職員に対する損害額処理との関係性は 

（５）今後の損害額回収の手順と見通しについて 

（６）今回の監査請求の視点と法的根拠について 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 


